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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱媒体を蓄熱状態で貯蔵する蓄熱容器と、
　前記蓄熱容器内に貯蔵された熱媒体を内燃機関又は機関関連要素へ供給する供給手段と
、
　前記供給手段が熱媒体の供給を開始する時点における前記内燃機関の温度である供給開
始時温度に応じて熱媒体の供給先を切り換える切換手段と、
を備え、
　前記切換手段は、前記蓄熱容器内に貯蔵された熱媒体により前記内燃機関を暖機可能で
あるとみなせる内燃機関の温度の下限値である第１の所定温度に比して、前記供給開始時
温度が低い場合は前記蓄熱容器から前記機関関連要素へ熱媒体を供給し、前記供給開始時
温度が同等以上である場合は前記蓄熱容器から前記内燃機関へ熱媒体を供給することを特
徴とする蓄熱装置を備えた内燃機関。
【請求項２】
　前記機関関連要素は、前記熱媒体と室内暖房用空気との間で熱交換を行う熱交換器であ
ることを特徴とする請求項１に記載の蓄熱装置を備えた内燃機関。
【請求項３】
　前記機関関連要素は、前記熱媒体とトランスミッションの潤滑油との間で熱交換を行う
熱交換器であり、
　前記切換手段は、前記供給開始時温度が前記第１の所定温度以上であり且つ前記第１の
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所定温度より高く設定された第２の所定温度未満であるときは前記蓄熱容器から前記内燃
機関へ熱媒体を供給し、前記内燃機関の温度が第２の所定温度以上であるときは前記蓄熱
容器から前記熱交換器へ熱媒体を供給することを特徴とする請求項１に記載の蓄熱装置を
備えた内燃機関。
【請求項４】
　前記機関関連要素は、前記熱媒体と室内暖房用空気との間で熱交換を行う第１の熱交換
器、及び、前記熱媒体とトランスミッションの潤滑油との間で熱交換を行う第２の熱交換
器を具備し、
　前記切換手段は、前記供給開始時温度が前記第１の所定温度未満であるときは前記蓄熱
容器から前記第１の熱交換器へ熱媒体を供給し、前記供給開始時温度が前記第１の所定温
度以上であり且つ前記第１の所定温度より高く設定された第２の所定温度未満であるとき
は前記蓄熱容器から前記内燃機関へ熱媒体を供給し、前記供給開始時温度が前記第２の所
定温度より高いときは前記蓄熱容器から前記第２の熱交換器へ熱媒体を供給することを特
徴とする請求項１に記載の蓄熱装置を備えた内燃機関。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、蓄熱装置を備えた内燃機関に関する。
【０００２】
【従来の技術】
車両などに搭載される内燃機関では、内燃機関の運転時に高温となった冷却水を蓄熱状態
で貯蔵する蓄熱容器を設け、内燃機関の次回の始動時に蓄熱容器内の高温な冷却水（蓄熱
温水）を内燃機関や室内暖房用のヒータコアへ供給する技術が開発されている。
【０００３】
このような技術としては、例えば、特開平７－２５７１５４号公報に記載されたような車
両用空調装置が知られている。
【０００４】
前記した公報に記載されているような車両用空調装置は、蓄熱容器内に貯蔵された蓄熱温
水をエンジン冷却水路と加熱用熱交換器とへ選択的に供給可能に構成され、エンジン冷却
水温度が低く且つ蓄熱容器内の蓄熱温水の冷却水温度が高い状況において、室内暖房要求
が発生している時は蓄熱容器から加熱用熱交換器へ蓄熱温水を供給し、室内暖房要求が発
生していない時は蓄熱容器からエンジン冷却水路へ蓄熱温水を供給するものである。
【０００５】
すなわち、前記した公報に記載された車両用空調装置は、室内暖房要求が発生している時
は蓄熱容器に蓄えられた熱を利用して加熱用熱交換器のみを暖め、室内暖房要求が発生し
ていない時は蓄熱容器に蓄えられた熱を利用してエンジンのみを暖めようとするものであ
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、蓄熱容器に蓄えられる熱量は有限であるため、その有限な熱量を効率的に利用
する必要がある。しかしながら、前述した従来の車両用空調装置は、室内暖房要求の有無
のみを考慮して内燃機関と加熱用熱交換器との何れか一方のみへ蓄熱温水を供給するよう
構成されているため、蓄熱容器に蓄えられた熱量を効率的に利用しているとは言い難い。
【０００７】
本発明は、上記したような実情に鑑みてなされたものであり、蓄熱容器により蓄えられた
熱を室内暖房用の熱交換器に代表される機関関連要素と内燃機関とへ選択的に供給可能な
蓄熱装置を備えた内燃機関において、蓄熱容器に蓄えられた熱の効率的な利用を図り、以
て機関関連要素や内燃機関を好適に暖めることができる技術を提供することを目的とする
。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】
本発明は、上記した課題を解決するために以下のような手段を採用した。すなわち、本発
明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関は、
熱媒体を蓄熱状態で貯蔵する蓄熱容器と、
前記蓄熱容器内に貯蔵された熱媒体を内燃機関又は機関関連要素へ供給する供給手段と、
前記供給手段による熱媒体の供給開始時点からの経過時間に応じて熱媒体の供給先を切り
換える切換手段と、
を備えることを特徴としている。
【０００９】
この発明は、蓄熱容器内に貯蔵された高温の熱媒体を内燃機関と機関関連要素とへ選択的
に供給可能な蓄熱装置を備えた内燃機関において、熱媒体の供給開始時点からの経過時点
に応じて熱媒体の供給先を切り換えることを最大の特徴としている。
【００１０】
かかる蓄熱装置を備えた内燃機関では、切換手段は、供給手段が熱媒体の供給を開始した
時点からの経過時間に応じて、内燃機関と機関関連要素とへの熱媒体の供給を切り換える
。
【００１１】
例えば、切換手段は、供給手段による熱媒体の供給開始時点から所定時間内は蓄熱容器か
ら内燃機関へ熱媒体を供給し、前記した所定時間が経過した後は蓄熱容器から機関関連要
素へ熱媒体を供給するようにしてもよい。
【００１２】
この場合、蓄熱容器に貯蔵された熱媒体は、内燃機関を暖めた後に機関関連要素を暖める
ことになる。すなわち、内燃機関が機関連要素に優先して暖められることになる。
【００１３】
一方、切換手段は、供給手段による熱媒体の供給開始時点から所定時間内は蓄熱容器から
機関関連要素へ熱媒体を供給し、前記した所定時間が経過した後は蓄熱容器から内燃機関
へ熱媒体を供給するようにしてもよい。
【００１４】
この場合、蓄熱容器に貯蔵された熱媒体は、機関関連要素を暖めた後に内燃機関を暖める
ことになる。すなわち、機関関連要素が内燃機関に優先して暖められることになる。
【００１５】
尚、内燃機関と機関関連要素との何れかを優先的に暖めるかについては、本発明に係る蓄
熱装置を備えた内燃機関が使用される環境などに応じて定められるようにするとよい。但
し、熱媒体の供給開始時において室内暖房装置のスイッチがオフである場合には、蓄熱容
器内の熱媒体を内燃機関へのみ供給するようにしてもよい。
【００１６】
このように熱媒体の供給開始時点からの経過時間に応じて熱媒体の供給先を切り換えるこ
とにより、内燃機関と機関関連要素の双方が好適に昇温されるようになる。
【００１７】
本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関において、機関関連要素としては、熱媒体と室内
暖房用空気との間で熱交換を行う熱交換器を例示することができる。
その際、切換手段は、熱媒体の供給開始時点から所定時間内は蓄熱容器内の熱媒体を内燃
機関へ供給し、前記した所定時間が経過した後は蓄熱容器内の熱媒体を熱交換器へ供給す
るようにしてもよい。
【００１８】
この場合、蓄熱容器内に貯蔵された高温の熱媒体により、先ず内燃機関が暖められ、次い
で室内暖房用空気が暖められることになる。
【００１９】
このように内燃機関が優先的に暖められた場合には、吸気ポートや燃焼室内の雰囲気温度
が高められるとともに圧縮行程上死点における気筒内の温度（圧縮端温度）が高められる
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ため、燃料の着火性及び燃焼性が向上し、以て排気エミッションが向上する。更に、内燃
機関が暖められた後に室内暖房用空気も暖められるため、内燃機関の排気エミッションを
向上させた上で室内暖房性能を向上させることが可能となる。
【００２０】
本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関において、機関関連要素としては、熱媒体とトラ
ンスミッションの潤滑油との間で熱交換を行う熱交換器を例示することもできる。
【００２１】
その際、切換手段は、熱媒体の供給開始時点から所定時間内は蓄熱容器内の熱媒体を内燃
機関へ供給し、前記した所定時間が経過した後は蓄熱容器内の熱媒体を熱交換器へ供給す
るようにしてもよい。
【００２２】
この場合、蓄熱容器内に貯蔵された高温の熱媒体により、先ず内燃機関が暖められ、次い
でトランスミッションの潤滑油が暖められることになる。
【００２３】
このように内燃機関が優先的に暖められた場合には、内燃機関の排気エミッションが向上
する。更に、内燃機関が暖められた後にトランスミッションの潤滑油も暖められるため、
潤滑油の粘性が低下する。トランスミッションの潤滑油の粘性が低下すると、内燃機関が
トランスミッションを作動させる上で必要となるトルクが低下するため、内燃機関の燃料
消費率が向上する。この結果、内燃機関の排気エミッションを向上させた上で内燃機関の
燃料消費率も向上させることが可能となる。
【００２４】
尚、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関は、熱媒体とトランスミッションの潤滑油と
の間で熱交換を行う熱交換器の代わりに、熱媒体と内燃機関の潤滑油（エンジンオイル）
との間で熱交換を行う熱交換器を備えるようにしてもよく、或いは熱媒体とトランスミッ
ションの潤滑油との間で熱交換を行う熱交換器に加え、熱媒体とエンジンオイルとの間で
熱交換を行う熱交換器を備えるようにしてもよい。これは、熱媒体の熱によりエンジンオ
イルが加熱されると、該エンジンオイルの粘性が低下し、以て内燃機関の燃料消費率を向
上させることが可能となるからである。
【００２５】
本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関において、機関関連要素は、熱媒体と室内暖房用
空気との間で熱交換を行う第１の熱交換器、及び、熱媒体とトランスミッションの潤滑油
との間で熱交換を行う第２の熱交換器を具備するようにしてもよい。
【００２６】
その際、切換手段は、熱媒体の供給開始時点から第１の所定時間内は蓄熱容器内の熱媒体
を内燃機関へ供給し、第１の所定時間が経過した時点から第２の所定時間内は蓄熱容器内
の熱媒体を第１の熱交換器へ供給し、第２の所定時間が経過した後は蓄熱容器内の熱媒体
を第２の熱交換器へ供給するようにしてもよい。
【００２７】
この場合、蓄熱容器内に貯蔵された高温の熱媒体は、内燃機関と室内暖房用空気とトラン
スミッションの潤滑油を順次暖めることになる。
【００２８】
このように内燃機関、室内暖房用空気、及びトランスミッションの潤滑油が順次暖められ
ると、先ず内燃機関の排気エミッションが向上する。内燃機関に次いで室内暖房用空気が
暖められると、室内暖房性能が向上する。更に、室内暖房用空気の次にトランスミッショ
ンの潤滑油が暖められると、内燃機関の燃料消費率が向上する。
【００２９】
この結果、内燃機関の排気エミッションを向上させた上で、室内暖房性能の向上及び内燃
機関の燃料消費率向上を図ることが可能となる。
【００３０】
尚、供給手段による熱媒体の供給開始時点において室内暖房装置のスイッチがオフである



(5) JP 4134592 B2 2008.8.20

10

20

30

40

50

場合には、切換手段は、熱媒体の供給開始時点から所定時間内は蓄熱容器内の熱媒体を内
燃機関へ供給し、前記した所定時間が経過した後は蓄熱容器内の熱媒体を第２の熱交換器
へ供給するようにしてもよい。
【００３１】
また、本発明に係る機関関連要素としては、熱媒体と室内暖房用空気との間で熱交換を行
う熱交換器や熱媒体とトランスミッションの潤滑油との間で熱交換を行う熱交換器に加え
、熱交換器と内燃機関の潤滑油（エンジンオイル）との間で熱交換を行う熱交換器を例示
することができる。
【００３２】
次に、本発明は、前述した課題を解決するために以下のような手段を採用してもよい。す
なわち、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関は、
熱媒体を蓄熱状態で貯蔵する蓄熱容器と、
前記蓄熱容器内に貯蔵された熱媒体を内燃機関又は機関関連要素へ供給する供給手段と、
前記供給手段が熱媒体の供給を開始する時点における前記内燃機関の温度に応じて熱媒体
の供給先を切り換える切換手段と、
を備えることを特徴としてもよい。
【００３３】
この発明は、蓄熱容器内に貯蔵された高温の熱媒体を内燃機関と機関関連要素とへ選択的
に供給可能な蓄熱装置を備えた内燃機関において、熱媒体の供給開始時点における内燃機
関の温度に応じて熱媒体の供給先を切り換えることを最大の特徴としている。
【００３４】
かかる蓄熱装置を備えた内燃機関では、切換手段は、供給手段が熱媒体の供給を開始する
時点における内燃機関の温度に応じて、内燃機関と機関関連要素とへの熱媒体の供給を切
り換える。
【００３５】
例えば、切換手段は、熱媒体の供給開始時における内燃機関の温度が第１の所定温度より
低い場合には、蓄熱容器内の熱媒体を機関関連要素へ供給するようにしてもよい。前記し
た第１の所定温度は、暖機状態の内燃機関の温度に比して非常に低い温度であり、常温よ
り低い温度（例えば、０℃以下）に設定される温度である。
【００３６】
これは、蓄熱容器内の熱媒体の量が限られているのに対し内燃機関の熱容量が大きいため
、内燃機関の温度が過剰に低い場合は蓄熱容器内の熱媒体を内燃機関へ供給しても内燃機
関を十分に暖めることが困難となるからである。
【００３７】
その際、機関関連要素が熱媒体と室内暖房用空気との間で熱交換を行う熱交換器であれば
、切換手段は、蓄熱容器内の熱媒体を前記熱交換器へ供給することにより、室内暖房用空
気を暖めるようにしてもよい。この場合、車両の室内温度を運転操作に適した温度とする
ことが可能となる。また、機関関連要素がトランスミッションの潤滑油或いは内燃機関の
潤滑油と熱媒体との間で熱交換を行う熱交換器であれば、切換手段は、蓄熱容器内の熱媒
体を前記熱交換器へ供給することにより、トランスミッション或いは内燃機関の潤滑油を
暖めるようにしてもよい。この場合、トランスミッション或いは内燃機関の潤滑油の粘性
が低下するため、内燃機関の燃料消費率を向上させることが可能となる。
【００３８】
尚、機関関連要素として、室内暖房用空気と熱媒体との間で熱交換を行う第１の熱交換器
、及び、トランスミッションの潤滑油或いは内燃機関の潤滑油と熱媒体との間で熱交換を
行う第２の熱交換器が備えられている場合は、切換手段は、蓄熱容器内の熱媒体を第１の
熱交換器のみへ供給するようにしてもよい。但し、熱媒体の供給開始時点において室内暖
房装置のスイッチがオフである場合には、切換手段は、蓄熱容器内の熱媒体を第２の熱交
換器のみへ供給するようにしてもよい。
【００３９】
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一方、熱媒体の供給開始時における内燃機関の温度が上記した第１の所定温度以上である
場合には、切換手段は、蓄熱容器内の熱媒体を内燃機関へ供給するようにしてもよい。
【００４０】
これは、内燃機関が上記した所定温度以上の常温域にある場合には、蓄熱容器内に貯蔵さ
れている有限な熱媒体によって内燃機関の温度を排気エミッションが向上する温度域まで
昇温させることが可能になるという知見に基づくものである。
【００４１】
但し、熱媒体の供給開始時における内燃機関の温度が上記した第１の所定温度より高く設
定された第２の所定温度（例えば、４０℃以上に設定される温度）以上である場合には、
切換手段は、蓄熱容器内の熱媒体を機関関連要素へ供給するようにしてもよい。
【００４２】
内燃機関の温度が十分に高い場合は、吸気ポート内や燃焼室内の雰囲気温度が高く且つ気
筒内の圧縮端温度が高くなるため、蓄熱容器内の熱媒体を内燃機関へ供給しなくとも排気
エミッションが悪化し難い。従って、内燃機関の温度が常温より十分に高い場合には、蓄
熱容器内の熱媒体を機関関連要素へ供給することにより、室内暖房性能や燃料消費率を向
上させることが適当である。
【００４３】
また、機関関連要素として、室内暖房用空気と熱媒体との間で熱交換を行う第１の熱交換
器、及び、トランスミッションの潤滑油或いは内燃機関の潤滑油と熱媒体との間で熱交換
を行う第２の熱交換器が備えられている場合において、切換手段は、熱媒体の供給開始時
における内燃機関の温度が第１の所定温度未満であるときは蓄熱容器から第１の熱交換器
へ熱媒体を供給し、熱媒体の供給開始時における内燃機関の温度が第１の所定温度以上で
あり且つ第２の所定温度未満であるときは蓄熱容器から内燃機関へ熱媒体を供給し、熱媒
体の供給開始時における内燃機関の温度が第２の所定温度より高いときは蓄熱容器から第
２の熱交換器へ熱媒体を供給するようにしてもよい。
【００４４】
このように熱媒体の供給開始時点における内燃機関の温度に応じて熱媒体の供給先を変更
することにより、蓄熱容器に蓄えられた熱が内燃機関と機関関連要素との少なくとも一方
へ確実に伝達されるようになり、その結果、内燃機関と機関関連要素との少なくとも一方
が好適に暖められるようになる。
【００４５】
本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関において、内燃機関の温度としては、水冷式内燃
機関の冷却水温度、内燃機関の潤滑油（エンジンオイル）の温度、内燃機関の吸入空気温
度、或いは外気温度の中の少なくとも一つを利用することができる。
【００４６】
本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関において、熱媒体としては、水冷式内燃機関の冷
却水や内燃機関の潤滑油（エンジンオイル）などを例示することができる。
【００４７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関の具体的な実施態様について図面に基づい
て説明する。
【００４８】
＜実施の形態１＞
先ず、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関の第１の実施態様について図１～図９に基
づいて説明する。
【００４９】
図１は、本発明を適用する内燃機関の冷却水循環系を示す図である。
内燃機関１は、軽油を燃料とする圧縮着火式の内燃機関（ディーゼル機関）又はガソリン
を燃料とする火花点火式の内燃機関（ガソリン機関）であり、自動車に搭載される機関で
ある。
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【００５０】
前記内燃機関１は、シリンダヘッド１ａとシリンダブロック１ｂを備えている。シリンダ
ヘッド１ａ及びシリンダブロック１ｂの各々には、本発明に係る熱媒体としての冷却水を
流通させるためのヘッド側冷却水路２ａとブロック側冷却水路２ｂとが形成され、それら
ヘッド側冷却水路２ａとブロック側冷却水路２ｂとが相互に連通している。
【００５１】
前記ヘッド側冷却水路２ａには、第１冷却水路４が接続され、この第１冷却水路４は、ラ
ジエター５の冷却水流入口に接続されている。前記ラジエター５の冷却水流出口は、第２
冷却水路６を介してサーモスタットバルブ７に接続されている。
【００５２】
前記サーモスタットバルブ７には、前記第２冷却水路６に加えて、第３冷却水路８とバイ
パス水路９とが接続されている。前記第３冷却水路８は、内燃機関１の機関出力軸（クラ
ンクシャフト）の回転トルクを駆動源とする機械式ウォーターポンプ１０の吸込口に接続
されている。前記機械式ウォーターポンプ１０の吐出口には、前記ブロック側冷却水路２
ｂが接続されている。一方、前記バイパス水路９は、ヘッド側冷却水路２ａに接続されて
いる。
【００５３】
ここで、前記したラジエター５は、該ラジエター５内を流通する冷却水と外気との間で熱
交換を熱交換器である。また、前記したサーモスタットバルブ７は、冷却水の温度に応じ
て、第２冷却水路６とバイパス水路９との何れか一方を遮断する流路切換バルブである。
具体的には、サーモスタットバルブ７は、該サーモスタットバルブ７を流れる冷却水の温
度が所定の開弁温度：Ｔemp1（例えば、８０℃～９０℃）未満であるときは、第２冷却水
路６を遮断すると同時にバイパス水路９を開放して、第３冷却水路８とバイパス水路９と
を導通させる。前記サーモスタットバルブ７は、該サーモスタットバルブ７を流れる冷却
水の温度が前記開弁温度：Ｔemp1以上であるときは、第２冷却水路６を開放すると同時に
バイパス水路９を遮断して、第３冷却水路８と第２冷却水路６とを導通させる。
【００５４】
次に、前記した第１冷却水路４の途中にはヒータホース１１が接続され、このヒータホー
ス１１は前記した第３冷却水路８の途中に接続されている。前記ヒータホース１１の途中
には、冷却水と室内暖房用空気との間で熱交換を行うヒータコア１２が配置されている。
このヒータコア１２は、本発明に係る機関関連要素の一実施態様である。
【００５５】
前記ヒータコア１２と前記第３冷却水路８との間に位置するヒータホース１１の途中には
、第１バイパス通路１３ａが接続されている。この第１バイパス通路１３ａは、電動ウォ
ーターポンプ１４の冷却水吸込口に接続されている。
【００５６】
前記電動ウォーターポンプ１４は、電動モータによって駆動されるウォーターポンプであ
り、前記した冷却水吸込口から吸い込んだ冷却水を冷却水吐出口から吐出するよう構成さ
れている。
【００５７】
前記電動ウォーターポンプ１４の冷却水吐出口は、第２バイパス通路１３ｂを介して蓄熱
容器１５の冷却水入口に接続されている。蓄熱容器１５は、冷却水が持つ熱を蓄熱しつつ
冷却水を貯蔵する容器であり、前記冷却水入口から新規の冷却水が流入すると、その代わ
りに該蓄熱容器１５内に貯蔵されていた冷却水を冷却水出口から排出するよう構成されて
いる。
【００５８】
尚、蓄熱容器１５の冷却水入口と冷却水出口との各々には、冷却水の逆流を防止するワン
ウェイバルブ１５ａ、１５ｂが取り付けられている。
【００５９】
前記蓄熱容器１５の冷却水出口には、第３バイパス通路１３ｃが接続されており、この第
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３バイパス通路１３ｃは、ヒータコア１２と第１冷却水路４との間に位置するヒータホー
ス１１に接続されている。
【００６０】
尚、ヒータコア１２と第１冷却水路４との間に位置するヒータホース１１において、第３
バイパス通路１３ｃの接続部位を基準にして第１冷却水路４側の部位を第１ヒータホース
１１ａと称するとともに、ヒータコア１２側の部位を第２ヒータホース１１ｂと称するも
のとする。更に、ヒータコア１２と第３冷却水路８との間に位置するヒータホース１１に
おいて、第１バイパス通路１３ａの接続部位を基準にしてヒータコア１２側の部位を第３
ヒータホース１１ｃと称するとともに、第３冷却水路８側の部位を第４ヒータホース１１
ｄと称するものとする。
【００６１】
前記した第１ヒータホース１１ａと第２ヒータホース１１ｂと第３バイパス通路１３ｃと
の接続部には、流路切換弁１６が設けられている。この流路切換弁１６は、前記３つの通
路の何れか１つの通路を選択的に遮断する。流路切換弁１６は、例えば、ステップモータ
等からなるアクチュエータによって駆動されるようになっている。
【００６２】
上記したヒータホース１１、第１バイパス通路１３ａ、第２バイパス通路１３ｂ、第３バ
イパス通路１３ｃ、及び電動ウォーターポンプ１４は、本発明に係る供給手段に相当する
ものである。
【００６３】
また、前記した第３バイパス通路１３ｃにおいて蓄熱容器１５の冷却水出口の近傍には、
該第３バイパス通路１３ｃ内を流れる冷却水の温度（すなわち、蓄熱容器１５から流出す
る冷却水の温度）に対応した電気信号を出力する第１水温センサ１７が取り付けられてい
る。更に、前記した第１冷却水路４におけるヘッド側冷却水路２ａとの接続部位の近傍に
は、該第１冷却水路４内を流れる冷却水の温度に対応した電気信号を出力する第２水温セ
ンサ１８が取り付けられている。
【００６４】
このように構成された冷却水循環系には、当該冷却水循環系の作動状態を制御するための
電子制御ユニット（ＥＣＵ：Electronic Control Unit）３９が併設されている。このＥ
ＣＵ３９は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、バックアップＲＡＭ、入力ポート、出力ポート、
Ａ／Ｄコンバータ等から構成される算術論理演算回路である。このＥＣＵ３９は、内燃機
関１の運転状態を制御するためのＥＣＵと独立して設けられるようにしてもよく、或いは
兼用されるにしてもよい。
【００６５】
ＥＣＵ３９には、前述した第１水温センサ１７及び第２水温センサ１８に加えて、車室内
に設けられたイグニッションスイッチ４０、スタータスイッチ４１、及び室内暖房装置の
スイッチ（ヒータスイッチ）４２が電気的に接続され、それら各種センサの出力信号がＥ
ＣＵ３９へ入力されるようになっている。
【００６６】
更に、ＥＣＵ３９には、前述した電動ウォーターポンプ１４と流路切換弁１６が電気的に
接続され、ＥＣＵ３９が電動ウォーターポンプ１４及び流路切換弁１６を制御することが
可能となっている。
【００６７】
具体的には、ＥＣＵ３９は、ＲＯＭに記憶されているアプリケーションプログラムに従っ
て動作し、前記冷却水循環系における冷却水の流れを切り換えるための冷却水流れ切換制
御を実行する。
【００６８】
以下、本実施の形態における冷却水流れ切換制御について述べる。
先ず、内燃機関１が運転状態にあるときは、機械式ウォーターポンプ１０がクランクシャ
フトの回転トルクを受けて作動する。これに対し、ＥＣＵ３９は、第２ヒータホース１１
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ｂを遮断させるべく流路切換弁１６を制御するとともに、電動ウォーターポンプ１４を停
止状態に制御する。
【００６９】
この場合、電動ウォーターポンプ１４が作動せずに機械式ウォーターポンプ１０のみが作
動することになり、その際の冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温度：Ｔemp1
未満であれば該サーモスタットバルブ７が第２冷却水路６を遮断すると同時にバイパス水
路９を開放することになる。
【００７０】
従って、内燃機関１が運転状態にあり、且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開
弁温度：Ｔemp1未満であるときは、図２に示すように、機械式ウォーターポンプ１０→ブ
ロック側冷却水路２ｂ→ヘッド側冷却水路２ａ→バイパス水路９→サーモスタットバルブ
７→第３冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順に冷却水が流れる循環回路が成立
する。
【００７１】
図２に示すような循環回路が成立した場合は、内燃機関１から流出した比較的低温の冷却
水がラジエター５を迂回して流れることになるため、冷却水がラジエター５によって不要
に冷却されないことになる。この結果、内燃機関１の暖機が妨げられることがない。
【００７２】
その後、内燃機関１の暖機が完了して、冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温
度：Ｔemp1以上になると、サーモスタットバルブ７が第２冷却水路６を開放すると同時に
バイパス水路９を遮断することになる。
【００７３】
つまり、内燃機関１が運転状態にあり且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁
温度：Ｔemp1以上であるときは、図３に示すように、機械式ウォーターポンプ１０→ブロ
ック側冷却水路２ｂ→ヘッド側冷却水路２ａ→第１冷却水路４→ラジエター５→第２冷却
水路６→サーモスタットバルブ７→第３冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順に
冷却水が流れる循環回路が成立する。
【００７４】
図３に示すような循環回路が成立した場合は、内燃機関１から流出した比較的高温の冷却
水がラジエター５を流通することになるため、冷却水の熱がラジエター５によって放熱さ
れる。この場合、ラジエター５によって放熱された後の比較的低温の冷却水が内燃機関１
のヘッド側冷却水路２ａ及びブロック側冷却水路２ｂへ流入することになるため、内燃機
関１の熱が冷却水へ伝達されるようになる。この結果、内燃機関１の過熱が防止される。
【００７５】
また、内燃機関１が運転状態にあり且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温
度：Ｔemp1以上であるときに、ヒータスイッチ４２がオンにされると、ＥＣＵ３９は、電
動ウォーターポンプ１４を停止状態に維持しつつ、第３バイパス通路１３ｃを遮断し且つ
第１ヒータホース１１ａと第２ヒータホース１１ｂを導通させるべく流路切換弁１６を制
御する。
【００７６】
この場合、図４に示すように、前述した図３の説明で述べた循環回路と同一の循環回路が
成立すると同時に、機械式ウォーターポンプ１０→ブロック側冷却水路２ｂ→ヘッド側冷
却水路２ａ→第１冷却水路４→第１ヒータホース１１ａ→流路切換弁１６→第２ヒータホ
ース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第４ヒータホース１１ｄ→第３
冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順に冷却水が流れる循環回路が成立する。
【００７７】
図４に示すような循環回路が成立した場合には、内燃機関１から流出した比較的高温の冷
却水がヒータコア１２へ流入することになるため、ヒータコア１２において冷却水の熱が
室内暖房用空気へ伝達されることになる。この結果、室内暖房用空気が暖められることに
なる。
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【００７８】
一方、内燃機関１が冷間始動される場合や始動直後の冷間状態にある場合は、吸気ポート
壁面や燃焼室壁面の温度が低くなるため、燃料噴射弁から噴射された燃料が気化し難い。
このため、燃料噴射弁から噴射された燃料が吸気ポート壁面や燃焼室壁面に付着し易くな
り、可燃性の高い混合気を形成することが困難となる。更に、内燃機関１が冷間状態にあ
る場合は、圧縮行程上死点における気筒内（燃焼室内）の温度（所謂、圧縮端温度）も低
くなるため、燃料が着火及び燃焼し難くなる。
【００７９】
このように内燃機関１において可燃性の高い混合気が形成され難く且つ燃料が着火及び燃
焼し難くなると、始動性の低下、燃焼安定性の低下、或いは未燃燃料成分の排出量増加に
よる排気エミッションの悪化などが誘発される。
【００８０】
そこで、内燃機関１が冷間状態にある時は、第２ヒータホース１１ｂを遮断すべく流路切
換弁１６を制御するとともに電動ウォーターポンプ１４を作動させることにより、図５に
示すような、電動ウォーターポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３
バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第１ヒータホース１１ａ→第１冷却水路４→ヘッ
ド側冷却水路２ａ→ブロック側冷却水路２ｂ→機械式ウォーターポンプ１０→第３冷却水
路８→第４ヒータホース１１ｄ→第１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の
順に冷却水が流れる循環回路を成立させる方法が考えられる。
【００８１】
図５に示すような循環回路が成立すると、電動ウォーターポンプ１４から吐出された冷却
水が第２バイパス通路１３ｂを介して蓄熱容器１５に流入し、それと入れ代わりに蓄熱容
器１５内の高温な冷却水（以下、蓄熱温水と称する）が冷却水出口から排出される。
【００８２】
蓄熱容器１５の冷却水出口から排出された蓄熱温水は、第３バイパス通路１３ｃ、流路切
換弁１６、第１ヒータホース１１ａ、及び第１冷却水路４を介して、内燃機関１のヘッド
側冷却水路２ａへ流入し、次いでヘッド側冷却水路２ａからブロック側冷却水路２ｂへ流
入する。
【００８３】
このように蓄熱容器１５に貯蔵されていた蓄熱温水がヘッド側冷却水路２ａ及びブロック
側冷却水路２ｂへ流入すると、それと入れ代わりにヘッド側冷却水路２ａ内及びブロック
側冷却水路２ｂ内に元々滞留していた低温の冷却水がヘッド側冷却水路２ａ及びブロック
側冷却水路２ｂから排出される。この結果、蓄熱温水の熱が内燃機関１のシリンダヘッド
１ａやシリンダブロック１ｂへ伝達され、シリンダヘッド１ａ及びシリンダブロック１ｂ
が暖められる。
【００８４】
尚、図５に示すような循環回路では、蓄熱容器１５からの蓄熱温水がヘッド側冷却水路２
ａを経由した後にブロック側冷却水路２ｂへ供給されるため、シリンダヘッド１ａが優先
的に暖められる。更に、図５に示すような循環回路では、蓄熱容器１５からヘッド側冷却
水路２ａへ至る経路にヒータコア１２等の熱容量の大きな部材が存在しないため、蓄熱容
器１５にて蓄えられていた熱が不要に放熱されることなくシリンダヘッド１ａへ伝達され
るようになる。
【００８５】
蓄熱容器１５内に貯蔵されていた蓄熱温水によってシリンダヘッド１ａが優先的に暖めら
れると、シリンダヘッド１ａの図示しない吸気ポートの壁面温度や燃焼室の壁面温度など
が速やかに上昇する。
【００８６】
この場合、内燃機関１の始動時や始動直後における燃料の気化が促進されるとともに圧縮
端温度が高められるため、燃料の着火性及び燃焼性の向上、壁面付着燃料量の減少等が図
られ、その結果、始動性の向上、暖機運転時間の短縮、排気エミッションの向上などを図
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ることが可能となる。
【００８７】
また、内燃機関１が冷間状態にある場合は、冷却水の温度も低くなるため、室内暖房用空
気を十分に暖めることが困難となり、所望の暖房性能を得ることが不可能となる。従って
、内燃機関１が冷間状態にあるときに所望の暖房性能を得るためには、ヒータコア１２を
流通する冷却水の温度を高める必要がある。
【００８８】
これに対し、内燃機関１が冷間状態にあり且つヒータスイッチ４２がオンである時は、第
１ヒータホース１１ａを遮断すべく流路切換弁１６を制御するとともに、電動ウォーター
ポンプ１４を作動させることにより、図６に示すような、電動ウォーターポンプ１４→第
２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第２
ヒータホース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第１バイパス通路１３
ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路を成立させる方法が考えら
れる。
【００８９】
図６に示すような循環回路が成立すると、電動ウォーターポンプ１４から吐出された冷却
水が第２バイパス通路１３ｂを介して蓄熱容器１５に流入し、それと入れ代わりに蓄熱容
器１５内の蓄熱温水が冷却水出口から排出される。
【００９０】
蓄熱容器１５の冷却水出口から排出された蓄熱温水は、第３バイパス通路１３ｃ、流路切
換弁１６、及び第２ヒータホース１１ｂを介して、ヒータコア１２へ流入し、それと入れ
代わりにヒータコア１２内に元々滞留していた低温の冷却水が該ヒータコア１２から排出
される。そして、蓄熱温水の熱がヒータコア１２を介して室内暖房用空気へ伝達され、室
内暖房用空気が好適に暖められるようになる。この結果、内燃機関１が冷間状態にあると
きの室内暖房性能を向上させることが可能となる。
【００９１】
ところで、内燃機関１が冷間状態にある場合に、前述した図５の説明で述べたような循環
回路が成立すると内燃機関１の始動性、燃焼安定性、及び排気エミッションを向上させる
ことは可能となるが室内暖房性能を向上させることが困難となる一方、前述した図６の説
明で述べたような循環回路が成立すると室内暖房性能を向上させることは可能となるが内
燃機関１の始動性、燃焼安定性、及び排気エミッションを向上させることが困難となる。
【００９２】
そこで、本実施の形態における冷却水流れ切換制御では、ＥＣＵ３９は、内燃機関１が冷
間状態にあり且つヒータスイッチ４２がオン状態にあるときは、内燃機関１に対する蓄熱
温水の供給とヒータコア１２に対する蓄熱温水の供給とを、電動ウォーターポンプ１４の
作動開始時点からの経過時間に応じて切り換えるようにした。
【００９３】
具体的には、ＥＣＵ３９は、図７に示すように、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時
点から所定時間：Ｔ1内は第２ヒータホース１１ｂを遮断すべく流路切換弁１６を制御す
ることにより前述した図５の説明で述べたような循環回路を成立させ、前記した所定時間
：Ｔ1が経過した後は第１ヒータホース１１ａを遮断すべく流路切換弁１６を制御するこ
とにより前述した図６の説明で述べたような循環回路を成立させるようにしてもよい。こ
の場合、蓄熱温水は、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点から所定時間：Ｔ1内は
内燃機関１を暖め、前記した所定時間：Ｔ1が経過した後はヒータコア１２（室内暖房用
空気）を暖めることになる。この結果、室内暖房性能に比して内燃機関１の始動性や排気
エミッションが優先的に向上するようになる。
【００９４】
また、ＥＣＵ３９は、図８に示すように、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点から
所定時間：Ｔ1内は第１ヒータホース１１ａを遮断すべく流路切換弁１６を制御すること
により前述した図６の説明で述べたような循環回路を成立させ、前記した所定時間：Ｔ1
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が経過した後は第２ヒータホース１１ｂを遮断すべく流路切換弁１６を制御することによ
り前述した図５の説明で述べたような循環回路を成立させるようにしてもよい。この場合
、蓄熱温水は、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点から所定時間：Ｔ1内はヒータ
コア１２（室内暖房用空気）を暖め、前記した所定時間：Ｔ1が経過した後は内燃機関１
を暖めることになる。この結果、内燃機関１の始動性や排気エミッションに比して室内暖
房性能が優先的に向上するようになる。
【００９５】
尚、内燃機関１とヒータコア１２との何れへ優先的に蓄熱温水を供給するかについては、
本発明が適用される自動車の使用環境に応じて定めればよい。
【００９６】
ここで、内燃機関１が冷間状態にあるときの冷却水流れ切換制御について図９に沿って具
体的に説明する。ここでは、蓄熱温水をヒータコア１２に優先して内燃機関１へ供給する
場合の冷却水流れ切換制御について述べる。
【００９７】
図９は、内燃機関１が冷間状態にあるときの冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフローチ
ャート図である。冷却水流れ切換制御ルーチンは、予めＥＣＵ３９のＲＯＭに記憶されて
いるルーチンであり、イグニッションスイッチ４０がオフからオンへ切り換えられたこと
をトリガとしてＥＣＵ３９が実行するルーチンである。
【００９８】
冷却水流れ切換制御ルーチンでは、ＥＣＵ３９は、先ずＳ９０１においてイグニッション
スイッチがオフからオンへ切り換えられたか否かを判別する。
【００９９】
前記Ｓ９０１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられていないと
判定された場合は、ＥＣＵ３９は、本ルーチンの実行を終了する。
【０１００】
一方、前記Ｓ９０１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられたと
判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ９０２へ進み、内燃機関１内の冷却水温度（機関側
水温）：THWを入力する。ここで、機関側水温：THWとしては、第２水温センサ１８の出力
信号値を用いることができる。
【０１０１】
Ｓ９０３では、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ９０２において入力された機関側水温：THWが所定
温度（内燃機関１の暖機完了後における水温、若しくはそれに近似した温度（例えば、４
０℃））：Ｔbase未満であるか否かを判別する。
【０１０２】
前記Ｓ９０３において前記機関側水温：THWが前記所定温度以上であると判定された場合
は、ＥＣＵ３９は、内燃機関１及びヒータコア１２を暖める必要がないとみなし、本ルー
チンの実行を終了する。これは、機関側水温：THWが所定温度以上である場合には、内燃
機関１の吸気ポート壁面や燃焼室壁面などの温度も十分に高く、且つ、室内暖房用空気を
暖める上で必要となる熱量を冷却水が十分に備えていることになるからである。
前記Ｓ９０３において前記機関側水温：THWが前記所定温度未満であると判定された場合
は、ＥＣＵ３９は、Ｓ９０４へ進み、第２ヒータホース１１ｂを遮断させるべく流路切換
弁１６を制御する。
【０１０３】
Ｓ９０５では、ＥＣＵ３９は、電動ウォーターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォー
ターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０１０４】
この場合、前述した図５の説明で述べたように、電動ウォーターポンプ１４→第２バイパ
ス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第１ヒータホ
ース１１ａ→第１冷却水路４→ヘッド側冷却水路２ａ→ブロック側冷却水路２ｂ→機械式
ウォーターポンプ１０→第３冷却水路８→第４ヒータホース１１ｄ→第１バイパス通路１
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３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路が成立するため、蓄熱容
器１５内の蓄熱温水がヘッド側冷却水路２ａ及びブロック側冷却水路２ｂへ供給され、以
て内燃機関１が速やかに暖められることになる。
【０１０５】
ここで図９に戻り、Ｓ９０６では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃを起動させる。このカウ
ンタ：Ｃは、電動ウォーターポンプ１４が作動開始した時点からの経過時間を計測するも
のである。
【０１０６】
Ｓ９０７では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1を越えたか
否かを判別する。前記した所定時間：Ｔ1は、例えば、内燃機関１のヘッド側冷却水路２
ａ及びブロック側冷却水路２ｂのうち少なくともヘッド側冷却水路２ａ内の冷却水が蓄熱
容器１５内からの蓄熱温水と入れ替わるまでに要する時間としてもよい。
【０１０７】
前記Ｓ９０７においてカウンタ：Ｃの計時時間：Ｃが所定時間：Ｔ1以下であると判定さ
れた場合には、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔ1を越え
るまで当該Ｓ９０７の処理を繰り返し実行する。この場合、カウンタ：Ｃの計測時間が所
定時間：Ｔ1を越えるまでの期間、言い換えれば、電動ウォーターポンプ１４の作動開始
時点から所定時間：Ｔ1内は、流路切換弁１６が第２ヒータホース１１ｂを遮断するため
、その間は蓄熱容器１５内の蓄熱温水が内燃機関１へ供給されることになる。
【０１０８】
その後、前記カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1を越えると、ＥＣＵ３９は、
前記Ｓ９０７においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1を越えていると判定
してＳ９０８へ進むことになる。
【０１０９】
Ｓ９０８では、ＥＣＵ３９は、ヒータスイッチ４２がオンであるか否かを判別する。
【０１１０】
前記Ｓ９０８においてヒータスイッチ４２がオンであると判定された場合は、ＥＣＵ３９
は、Ｓ９０９へ進み、第１ヒータホース１１ａを遮断させるべく流路切換弁１６を制御す
る。すなわち、ＥＣＵ３９は、第２ヒータホース１１ｂが遮断された状態から第１ヒータ
ホース１１ａが遮断された状態へ切り換えるべく流路切換弁１６を制御する。
【０１１１】
この場合、前述した図６の説明で述べたように、電動ウォーターポンプ１４→第２バイパ
ス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第２ヒータホ
ース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第１バイパス通路１３ａ→電動
ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路が成立するため、蓄熱容器１５内の
蓄熱温水がヒータコア１２へ供給され、以てヒータコア１２において蓄熱温水の熱が室内
暖房用空気へ伝達されることになる。
【０１１２】
ここで図９に戻り、Ｓ９１０では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが予め設
定された所定時間：Ｔmaxを越えたか否かを判別する。前記した所定時間：Ｔmaxは、電動
ウォーターポンプ１４の作動開始から蓄熱容器１５内の冷却水が全て入れ替わる（蓄熱容
器１５内に貯蔵されていた蓄熱温水の全てが該蓄熱容器１５内から排出される）までに要
する時間に基づいて決定される時間である。
【０１１３】
前記Ｓ９１０においてカウンタ：Ｃの計測時間が前記所定時間：Ｔmax以下であると判定
された場合は、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間が前記所定時間：Ｔmaxを越える
まで当該Ｓ９１０の処理を繰り返し実行する。
【０１１４】
前記Ｓ９１０においてカウンタ：Ｃの計測時間が前記所定時間：Ｔmaxを越えていると判
定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ９１１へ進み、電動ウォーターポンプ１４の作動を停
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止させ、本ルーチンの実行を終了する。
【０１１５】
また、前述したＳ９０８においてヒータスイッチ４２がオフであると判定された場合は、
ＥＣＵ３９は、Ｓ９０９及びＳ９１０の処理をスキップしてＳ９１１へ進み、電動ウォー
ターポンプ１４の作動を停止させた後に本ルーチンの実行を終了する。
【０１１６】
このようにＥＣＵ３９が冷却水流れ切換制御ルーチンを実行することにより、蓄熱容器１
５から内燃機関１への蓄熱温水の供給と蓄熱容器１５からヒータコア１２への蓄熱温水の
供給とが電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点からの経過時間に応じて切り換えられ
るため、内燃機関１とヒータコア１２（室内暖房用空気）の双方が好適に昇温されるよう
になる。
【０１１７】
特に、本実施の形態では、蓄熱容器１５に貯蔵されていた蓄熱温水により、先ず内燃機関
１が暖められ、次いでヒータコア１２（室内暖房用空気）が暖められるため、内燃機関１
の始動性や排気エミッションを向上させた上で室内暖房性能を高めることもできる。
【０１１８】
尚、本実施の形態では、イグニッションスイッチ３２がオフからオンへ切り換えられたこ
とをトリガとして冷却水流れ切換制御ルーチンが実行される例について述べたが、自動車
の運転席のドアが開閉されたこと、或いは、自動車の運転席に運転者が着座したこと等を
トリガとして実行されるようにしてもよい。
【０１１９】
また、本実施の形態では、本発明に係る機関関連要素としてヒータコア１２を例に挙げて
説明したが、トランスミッションの潤滑油（以下、トランスミッションオイルと称する）
と冷却水との間で熱交換を行うミッションオイルクーラであってもよい。
【０１２０】
内燃機関１が冷間状態にあるときはトランスミッションオイルも低温となるため、トラン
スミッションオイルの粘性が高くなり、内燃機関１がトランスミッションを作動させる際
に必要となるトルクが高くなる傾向がある。内燃機関１がトランスミッションを作動させ
る際に必要となるトルクが高くなると、内燃機関１の燃料消費率が悪化する。
【０１２１】
そこで、蓄熱容器１５に貯蔵されていた蓄熱温水により、内燃機関１とミッションオイル
クーラ（トランスミッションオイル）とを順次暖めるようにすれば、内燃機関１の排気エ
ミッションと燃料消費率を好適に向上させることが可能となる。
【０１２２】
また、本実施の形態では、機械式ウォーターポンプによる冷却水の流れ方向と電動ウォー
ターポンプによる冷却水の流れ方向が逆になる場合を例に挙げたが、双方による冷却水の
流れ方向が同一であってもよく、その際には、内燃機関１において冷却水がブロック側冷
却水路２ｂ→ヘッド側冷却水路２ａの順に流れるよう機械式ウォーターポンプ１０及び電
動ウォーターポンプ１４が配置されるようにしてもよく、或いは、内燃機関１において冷
却水がヘッド側冷却水路２ａ→ブロック側冷却水路２ｂの順に流れるよう機械式ウォータ
ーポンプ１０及び電動ウォーターポンプ１４が配置されるようにしてもよい。
【０１２３】
＜実施の形態２＞
次に、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関の第２の実施態様について図１０～図２０
に基づいて説明する。ここでは、前述した第１の実施の形態と異なる構成について説明し
、同様の構成については説明を省略する。
【０１２４】
図１０は、本実施の形態における内燃機関１の冷却水循環系の概略構成を示す図である。
前述した第１の実施の形態と本実施の形態との差異は、第１の実施の形態における蓄熱装
置を備えた内燃機関は、本発明に係る機関関連要素としてヒータコア又はミッションオイ
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ルクーラの何れか一方のみを備えていたが、本実施の形態における蓄熱装置を備えた内燃
機関は、本発明に係る機関関連要素としてヒータコアとミッションオイルクーラの双方を
備えている点にある。
【０１２５】
具体的には、流路切換弁１６には、第１ヒータホース１１ａ、第２ヒータホース１１ｂ、
及び第３バイパス通路１３ｃに加え、第１のトランスミッション用冷却水路４３ａが接続
され、流路切換弁１６は前記した４つの通路のうち少なくとも１つの通路を遮断するよう
構成されている。
【０１２６】
前記第１のオイルクーラ通路４３ａは、熱交換器４４の冷却水流入口に接続されている。
前記熱交換器４４は、内燃機関１に連結された図示しないトランスミッションの潤滑油（
トランスミッションオイル）と冷却水との間で熱交換を行うものである。
【０１２７】
前記熱交換器４４の冷却水流出口には第２のトランスミッション用冷却水路４３ｂが接続
され、その第２のトランスミッション用冷却水路４３ｂは第３ヒータホース１１ｃと第４
ヒータホース１１ｄと第１バイパス通路１３ａとの合流部に接続されている。
【０１２８】
このように構成された冷却水循環系に対し、ＥＣＵ３９は、以下のような手順に従って冷
却水流れ切換制御を実行する。
【０１２９】
先ず、内燃機関１が運転状態にあるときは、機械式ウォーターポンプ１０がクランクシャ
フトの回転トルクを受けて作動するため、ＥＣＵ３９は、第２ヒータホース１１ｂを遮断
させるべく流路切換弁１６を制御するとともに、電動ウォーターポンプ１４を停止状態に
制御する。
【０１３０】
この場合、電動ウォーターポンプ１４が作動せずに機械式ウォーターポンプ１０のみが作
動することになり、その際の冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温度：Ｔemp1
未満であれば該サーモスタットバルブ７が第２冷却水路６を遮断すると同時にバイパス水
路９を開放することになる。
【０１３１】
従って、内燃機関１が運転状態にあり、且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開
弁温度：Ｔemp1未満であるときは、図１１に示すように、機械式ウォーターポンプ１０→
ブロック側冷却水路２ｂ→ヘッド側冷却水路２ａ→バイパス水路９→サーモスタットバル
ブ７→第３冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順に冷却水が流れる循環回路が成
立する。
【０１３２】
図１１に示すような循環回路が成立した場合は、内燃機関１から流出した比較的低温の冷
却水がラジエター５を迂回して流れることになるため、冷却水がラジエター５によって不
要に冷却されないことになる。この結果、内燃機関１の暖機が妨げられることがない。
【０１３３】
その後、内燃機関１の暖機が完了して、冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温
度：Ｔemp1以上になると、サーモスタットバルブ７が第２冷却水路６を開放すると同時に
バイパス水路９を遮断することになる。
【０１３４】
つまり、内燃機関１が運転状態にあり且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁
温度：Ｔemp1以上であるときは、図１２に示すように、機械式ウォーターポンプ１０→ブ
ロック側冷却水路２ｂ→ヘッド側冷却水路２ａ→第１冷却水路４→ラジエター５→第２冷
却水路６→サーモスタットバルブ７→第３冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順
に冷却水が流れる循環回路が成立する。
【０１３５】
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図１２に示すような循環回路が成立した場合は、内燃機関１から流出した比較的高温の冷
却水がラジエター５を流通することになるため、冷却水の熱がラジエター５によって放熱
される。この場合、ラジエター５によって放熱された後の比較的低温の冷却水が内燃機関
１のヘッド側冷却水路２ａ及びブロック側冷却水路２ｂへ流入することになるため、内燃
機関１の熱が冷却水へ伝達されるようになる。この結果、内燃機関１の過熱が防止される
。
【０１３６】
また、内燃機関１が運転状態にあり且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温
度：Ｔemp1以上であるときに、ヒータスイッチ４２がオンにされると、ＥＣＵ３９は、電
動ウォーターポンプ１４を停止状態に維持するとともに、第３バイパス通路１３ｃ及び第
１のトランスミッション用冷却水路４３ａを遮断し且つ第１ヒータホース１１ａ及び第２
ヒータホース１１ｂを導通させるべく流路切換弁１６を制御する。
【０１３７】
この場合、図１３に示すように、前述した図１２の説明で述べた循環回路と同一の循環回
路が成立すると同時に、機械式ウォーターポンプ１０→ブロック側冷却水路２ｂ→ヘッド
側冷却水路２ａ→第１冷却水路４→第１ヒータホース１１ａ→流路切換弁１６→第２ヒー
タホース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第４ヒータホース１１ｄ→
第３冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順に冷却水が流れる循環回路が成立する
。
【０１３８】
図１３に示すような循環回路が成立した場合には、内燃機関１から流出した比較的高温の
冷却水がヒータコア１２へ流入することになるため、ヒータコア１２において冷却水の熱
が室内暖房用空気へ伝達されることになる。この結果、室内暖房用空気が暖められること
になる。
【０１３９】
また、内燃機関１が運転状態にあり且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温
度：Ｔemp1以上であるときに、トランスミッションオイルを暖める或いは冷却する必要が
生じると、ＥＣＵ３９は、電動ウォーターポンプ１４を停止状態に維持するとともに、第
２ヒータホース１１ｂ及び第３バイパス通路１３ｃを遮断し且つ第１ヒータホース１１ａ
及び４３ａを導通させるべく流路切換弁１６を制御する。
【０１４０】
この場合、図１４に示すように、前述した図１２の説明で述べた循環回路と同一の循環回
路が成立すると同時に、機械式ウォーターポンプ１０→ブロック側冷却水路２ｂ→ヘッド
側冷却水路２ａ→第１冷却水路４→第１ヒータホース１１ａ→流路切換弁１６→第１のト
ランスミッション用冷却水路４３ａ→熱交換器４４→第２のトランスミッション用冷却水
路４３ｂ→第４ヒータホース１１ｄ→第３冷却水路８→機械式ウォーターポンプ１０の順
に冷却水が流れる循環回路が成立する。
【０１４１】
図１４に示すような循環回路が成立した場合には、内燃機関１から流出した冷却水が熱交
換器４４を循環するため、冷却水とトランスミッションオイルとの間で熱交換が行われる
ことになる。この結果、トランスミッションオイルが冷却水によって加熱或いは冷却され
ることになる。
【０１４２】
また、内燃機関１が運転状態にあり且つ冷却水の温度がサーモスタットバルブ７の開弁温
度：Ｔemp1以上であるときに、トランスミッションオイルを暖める或いは冷却する必要が
生じるとともにヒータスイッチ４２がオンにされると、ＥＣＵ３９は、電動ウォーターポ
ンプ１４を停止状態に維持するとともに、第３バイパス通路１３ｃを遮断し且つ第１ヒー
タホース１１ａと第２ヒータホース１１ｂと第１のトランスミッション用冷却水路４３ａ
とを導通させるべく流路切換弁１６を制御する。
【０１４３】
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この場合、図１５に示すように、前述した図１２の説明で述べた循環回路と、図１３の説
明で述べた循環回路と、図１４の説明で述べた循環回路とが成立することになる。
【０１４４】
この結果、内燃機関１から流出した冷却水がヒータコア１２及び熱交換器４４を流通する
ことになるため、ヒータコア１２において冷却水の熱が室内暖房用空気へ伝達されるとと
もに、熱交換器４４において冷却水とトランスミッションオイルとの間で熱交換が行われ
ることになり、室内暖房用空気の昇温とトランスミッションオイルの加熱或いは冷却とが
図られる。
【０１４５】
一方、内燃機関１が冷間始動される場合や始動直後の冷間状態にある場合は、吸気ポート
壁面や燃焼室壁面の温度が低くなるため、燃料噴射弁から噴射された燃料が気化し難い。
このため、燃料噴射弁から噴射された燃料が吸気ポート壁面や燃焼室壁面に付着し易くな
り、可燃性の高い混合気を形成することが困難となる。更に、内燃機関１が冷間状態にあ
る場合は、圧縮行程上死点における気筒内（燃焼室内）の温度（所謂、圧縮端温度）も低
くなるため、燃料が着火及び燃焼し難くなる。
【０１４６】
このように内燃機関１において可燃性の高い混合気が形成され難く且つ燃料が着火及び燃
焼し難くなると、始動性の低下、燃焼安定性の低下、或いは未燃燃料成分の排出量増加に
よる排気エミッションの悪化などが誘発される。
【０１４７】
そこで、内燃機関１が冷間状態にある時は、第２ヒータホース１１ｂ及び第１のトランス
ミッション用冷却水路４３ａを遮断すべく流路切換弁１６を制御するとともに、電動ウォ
ーターポンプ１４を作動させることにより、図１６に示すような、電動ウォーターポンプ
１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１
６→第１ヒータホース１１ａ→第１冷却水路４→ヘッド側冷却水路２ａ→ブロック側冷却
水路２ｂ→機械式ウォーターポンプ１０→第３冷却水路８→第４ヒータホース１１ｄ→第
１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路を成立
させる方法が考えられる。
【０１４８】
図１６に示すような循環回路が成立すると、蓄熱容器１５内の蓄熱温水が内燃機関１の第
１バンク１ａ及び第２バンク１ｂへ順次流入し、それと入れ代わりにヘッド側冷却水路２
ａ内及びブロック側冷却水路２ｂ内に元々滞留していた低温の冷却水がヘッド側冷却水路
２ａ及びブロック側冷却水路２ｂから排出される。
【０１４９】
この場合、蓄熱温水の熱が内燃機関１のシリンダヘッド１ａやシリンダブロック１ｂへ伝
達され、シリンダヘッド１ａ及びシリンダブロック１ｂが暖められることになる。
【０１５０】
この結果、シリンダヘッド１ａの図示しない吸気ポートの壁面温度や燃焼室の壁面温度な
どが速やかに上昇し、始動性の向上、暖機運転時間の短縮、排気エミッションの向上など
が図られる。
【０１５１】
また、内燃機関１が冷間状態にある場合には、冷却水の温度も低くなるため、室内暖房用
空気を十分に暖めることが困難となり、所望の暖房性能を得ることが不可能となる。従っ
て、内燃機関１が冷間状態にあるときに所望の暖房性能を得るためには、ヒータコア１２
を流通する冷却水の温度を高める必要がある。
【０１５２】
これに対し、内燃機関１が冷間状態にあり且つヒータスイッチ４２がオンである時には、
第１ヒータホース１１ａ及び第１のトランスミッション用冷却水路４３ａを遮断し且つ第
２ヒータホース１１ｂ及び第３バイパス通路１３ｃを導通させるべく流路切換弁１６を制
御するとともに、電動ウォーターポンプ１４を作動させることにより、図１７に示すよう
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な、電動ウォーターポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス
通路１３ｃ→流路切換弁１６→第２ヒータホース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホ
ース１１ｃ→第１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる
循環回路を成立させる方法が考えられる。
【０１５３】
図１７に示すような循環回路が成立すると、蓄熱容器１５に蓄えられていた蓄熱温水がヒ
ータコア１２を流通することになるため、蓄熱温水の熱がヒータコア１２を介して室内暖
房用空気へ伝達され、室内暖房用空気が好適に暖められるようになる。
【０１５４】
また、内燃機関１が冷間状態にある場合は、トランスミッションオイルが低温で粘性の高
い状態となるため、内燃機関１がトランスミッションを作動させる際に必要となるトルク
は、トランスミッションオイルが高温で粘性の低い状態である時に比して高くなる。この
ように内燃機関１がトランスミッションを作動させる際に必要となるトルクが高くなると
、内燃機関１の燃料消費率が悪化する場合がある。
【０１５５】
このため、内燃機関１が冷間状態にある時は、トランスミッションオイルを暖めることに
より、トランスミッションオイルの粘性を低下させ、以て内燃機関１がトランスミッショ
ンを作動させる際に必要となるトルクを低下させることが好ましい。
【０１５６】
そこで、内燃機関１が冷間状態にある場合は、第１ヒータホース１１ａ及び第２ヒータホ
ース１１ｂを遮断し且つ第３バイパス通路１３ｃ及び第１のトランスミッション用冷却水
路４３ａを導通させるべく流路切換弁１６を制御するとともに、電動ウォーターポンプ１
４を作動させることにより、図１８に示すような、電動ウォーターポンプ１４→第２バイ
パス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→第１のトランスミッション用
冷却水路４３ａ→熱交換器４４→第２のトランスミッション用冷却水路４３ｂ→第１バイ
パス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路を成立させる
方法が考えられる。
【０１５７】
図１８に示すような循環回路が成立すると、蓄熱容器１５に蓄えられていた蓄熱温水が熱
交換器４４を流通することになるため、蓄熱温水の熱が熱交換器４４を介してトランスミ
ッションオイルへ伝達され、トランスミッションオイルが暖められるようになる。
【０１５８】
このようにトランスミッションオイルが暖められると、トランスミッションオイルの粘性
が低下するため、内燃機関１がトランスミッションを作動させる際に必要となるトルクが
低下する。この結果、内燃機関１の燃料消費率悪化が防止されるようになる。
【０１５９】
ところで、内燃機関１が冷間状態にある場合に、前述した図１６の説明で述べたような循
環回路が成立すると内燃機関１の始動性と燃焼安定性と排気エミッションを向上させるこ
とは可能となるが、室内暖房性能を向上させること及び内燃機関１の燃料消費率を向上さ
せることは困難となり、前述した図１７の説明で述べたような循環回路が成立すると室内
暖房性能を向上させることは可能となるが、内燃機関１の始動性、燃焼安定性、排気エミ
ッション、及び燃料消費率を向上させることは困難となり、前述した図１８の説明で述べ
たような循環回路が成立すると内燃機関１の燃料消費率を向上させることは可能となるが
、内燃機関１の始動性、燃焼安定性、排気エミッションを向上させること、及び室内暖房
性能を向上させることは困難となる。
【０１６０】
そこで、本実施の形態における冷却水流れ切換制御では、ＥＣＵ３９は、内燃機関１が冷
間状態にあり且つヒータスイッチ４２がオン状態にあるときは、内燃機関１に対する蓄熱
温水の供給と、ヒータコア１２に対する蓄熱温水の供給と、熱交換器４４に対する蓄熱温
水の供給とを、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点からの経過時間に応じて切り換
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えるようにした。
【０１６１】
具体的には、ＥＣＵ３９は、図１９に示すように、電動ウォーターポンプ１４の作動開始
時点から所定時間：Ｔ1内は第１ヒータホース１１ａと第３バイパス通路１３ｃとを導通
（第２ヒータホース１１ｂと第２のトランスミッション用冷却水路４３ｂを遮断）させる
べく流路切換弁１６を制御することにより前述した図１６の説明で述べたような循環回路
を成立させ、前記した所定時間：Ｔ1が経過した時点から所定時間：Ｔ2内は第２ヒータホ
ース１１ｂと第３バイパス通路１３ｃとを導通（第１ヒータホース１１ａと第１のトラン
スミッション用冷却水路４３ａを遮断）させるべく流路切換弁１６を制御することにより
前述した図１７の説明で述べたような循環回路を成立させ、前記した所定時間：Ｔ2が経
過した後は第３バイパス通路１３ｃと第１のトランスミッション用冷却水路４３ａとを導
通（第１ヒータホース１１ａと第２ヒータホース１１ｂを遮断）させるべく流路切換弁１
６を制御することにより前述した図１８で述べたような循環回路を成立させるようにして
もよい。
【０１６２】
この場合、蓄熱温水は、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点から所定時間：Ｔ1内
は内燃機関１を暖め、前記した所定時間：Ｔ1が経過した時点から所定時間：Ｔ2内はヒー
タコア１２（室内暖房用空気）を暖め、更に前記した所定時間：Ｔ2が経過した後は熱交
換器４４（トランスミッションオイル）を暖めることになる。
【０１６３】
尚、蓄熱温水が内燃機関１とヒータコア１２と熱交換器４４とを暖める順については、図
１９の説明で述べたような順に限られるものではなく、本発明が適用される自動車の使用
環境に応じて定めればよい。但し、トランスミッションオイルは、冷却水に比して暖まり
難く、内燃機関１やヒータコア１２より後に暖められるようにしても十分な効果を得るこ
とができることから、熱交換器４４に比して内燃機関１やヒータコア１２を優先的に暖め
るようにすることが好ましい。
【０１６４】
以下、内燃機関１が冷間状態にあるときの冷却水流れ切換制御について図２０に沿って具
体的に説明する。ここでは、蓄熱温水が内燃機関１、ヒータコア１２、熱交換器４４の順
に暖める場合の冷却水流れ切換制御について述べる。
【０１６５】
図２０は、内燃機関１の始動時における冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフローチャー
ト図である。冷却水流れ切換制御ルーチンは、予めＥＣＵ３９のＲＯＭに記憶されている
ルーチンであり、イグニッションスイッチ４０がオフからオンへ切り換えられたことをト
リガとしてＥＣＵ３９が実行するルーチンである。
【０１６６】
冷却水流れ切換制御ルーチンでは、ＥＣＵ３９は、先ずＳ２００１においてイグニッショ
ンスイッチがオフからオンへ切り換えられたか否かを判別する。
【０１６７】
前記Ｓ２００１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられていない
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、本ルーチンの実行を終了する。
【０１６８】
一方、前記Ｓ２００１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられた
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２００２へ進み、第２水温センサ１８の出力信号
値（機関側水温）：THWを入力する。
【０１６９】
Ｓ２００３では、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ２００２において入力された機関側水温：THWが
所定温度：Ｔbase未満であるか否かを判別する。
【０１７０】
前記Ｓ２００３において前記機関側水温：THWが前記所定温度以上であると判定された場
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合は、ＥＣＵ３９は、内燃機関１、ヒータコア１２（室内暖房用空気）、及び熱交換器４
４（トランスミッションオイル）を暖める必要がないとみなし、本ルーチンの実行を終了
する。但し、冷却水の温度が十分に高い場合であってもトランスミッションオイルの温度
が低い場合もあるため、ＥＣＵ３９は、前述した図１８の説明で述べたような循環回路を
成立させることにより、トランスミッションオイルのみを暖めるようにしてもよい。
【０１７１】
前記Ｓ２００３において前記機関側水温：THWが前記所定温度未満であると判定された場
合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２００４へ進み、第１ヒータホース１１ａと第３バイパス通路１
３ｃとを導通（第２ヒータホース１１ｂと第１のトランスミッション用冷却水路４３ａを
遮断）させるべく流路切換弁１６を制御する。
【０１７２】
Ｓ２００５では、ＥＣＵ３９は、電動ウォーターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォ
ーターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０１７３】
この場合、前述した図１６の説明で述べたように、電動ウォーターポンプ１４→第２バイ
パス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第１ヒータ
ホース１１ａ→第１冷却水路４→ヘッド側冷却水路２ａ→ブロック側冷却水路２ｂ→機械
式ウォーターポンプ１０→第３冷却水路８→第４ヒータホース１１ｄ→第１バイパス通路
１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路が成立するため、蓄熱
容器１５内の蓄熱温水がヘッド側冷却水路２ａ及びブロック側冷却水路２ｂへ供給され、
以て内燃機関１が速やかに暖められることになる。
【０１７４】
ここで図２０に戻り、Ｓ２００６では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃを起動させる。この
カウンタ：Ｃは、電動ウォーターポンプ１４が作動開始した時点からの経過時間を計測す
るものである。
【０１７５】
Ｓ２００７では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1を越えた
か否かを判別する。前記した所定時間：Ｔ1は、例えば、内燃機関１のヘッド側冷却水路
２ａ及びブロック側冷却水路２ｂのうち少なくともヘッド側冷却水路２ａ内の冷却水が蓄
熱容器１５内からの蓄熱温水と入れ替わるまでに要する時間としてもよい。
【０１７６】
前記Ｓ２００７においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1以下である場合に
は、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔ1を越えるまで当該
Ｓ２００７の処理を繰り返し実行する。この場合、カウンタ：Ｃの計測時間が所定時間：
Ｔ1を越えるまでの期間、言い換えれば、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点から
所定時間：Ｔ1内は、流路切換弁１６が第１ヒータホース１１ａと第３バイパス通路１３
ｃとを導通させるため、その間は蓄熱容器１５内の蓄熱温水が内燃機関１へ供給されるこ
とになる。
【０１７７】
その後、前記カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1を越えると、ＥＣＵ３９は、
前記Ｓ２００７においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1を越えていると判
定してＳ２００８へ進む。
【０１７８】
Ｓ２００８では、ＥＣＵ３９は、ヒータスイッチ４２がオンであるか否かを判別する。
【０１７９】
前記Ｓ２００８においてヒータスイッチ４２がオンであると判定された場合は、ＥＣＵ３
９は、Ｓ２００９へ進み、第２ヒータホース１１ｂと第３バイパス通路１３ｃとを導通（
第１ヒータホース１１ａと第１のトランスミッション用冷却水路４３ａを遮断）させるべ
く流路切換弁１６を制御する。
【０１８０】
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この場合、前述した図１７の説明で述べたように、電動ウォーターポンプ１４→第２バイ
パス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第２ヒータ
ホース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第１バイパス通路１３ａ→電
動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路が成立するため、蓄熱容器１５内
の蓄熱温水がヒータコア１２へ供給され、以てヒータコア１２において蓄熱温水の熱が室
内暖房用空気へ伝達されることになる。
【０１８１】
ここで図２０に戻り、Ｓ２０１０では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所
定時間：Ｔ1＋Ｔ2を越えたか否かを判別する。ここで、所定時間：Ｔ2は、例えば、ヒー
タコア１２内の冷却水が蓄熱容器１５からの蓄熱温水と入れ替わるまでに要する時間とし
てもよい。
【０１８２】
前記Ｓ２０１０においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1＋Ｔ2以下である場
合には、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔ1＋Ｔ2を越える
まで当該Ｓ２０１０の処理を繰り返し実行する。この場合、前述した所定時間：Ｔ1が経
過した時点から所定時間：Ｔ2内は、流路切換弁１６が第２ヒータホース１１ｂと第３バ
イパス通路１３ｃとを導通させるため、その間は蓄熱容器１５内の蓄熱温水がヒータコア
１２へ供給されることになる。
【０１８３】
その後、前記カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1＋Ｔ2を越えると、ＥＣＵ３９
は、前記Ｓ２０１０においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所定時間：Ｔ1＋Ｔ2を越えて
いると判定してＳ２０１１へ進む。
【０１８４】
Ｓ２０１１では、ＥＣＵ３９は、第３バイパス通路１３ｃと第１のトランスミッション用
冷却水路４３ａとを導通（第１ヒータホース１１ａと第２ヒータホース１１ｂを遮断）さ
せるべく流路切換弁１６を制御する。
【０１８５】
この場合、前述した図１８の説明で述べたように、電動ウォーターポンプ１４→第２バイ
パス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路切換弁１６→第１のトラ
ンスミッション用冷却水路４３ａ→熱交換器４４→第２のトランスミッション用冷却水路
４３ｂ→第１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環
回路が成立するため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水が熱交換器４４へ供給され、以て熱交換
器４４において蓄熱温水の熱がトランスミッションオイルへ伝達されることになる。
【０１８６】
ここで図２０に戻り、Ｓ２０１２では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが所
定時間：Ｔmaxを越えたか否かを判別する。前記した所定時間：Ｔmaxは、電動ウォーター
ポンプ１４の作動開始から蓄熱容器１５内の冷却水が全て入れ替わる（蓄熱容器１５内に
貯蔵されていた蓄熱温水の全てが該蓄熱容器１５内から排出される）までに要する時間に
基づいて決定される時間である。
【０１８７】
前記Ｓ２０１２においてカウンタ：Ｃの計測時間が前記所定時間：Ｔmax以下であると判
定された場合は、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間が前記所定時間：Ｔmaxを越え
るまで当該Ｓ２０１２の処理を繰り返し実行する。
【０１８８】
前記Ｓ２０１２においてカウンタ：Ｃの計測時間が前記所定時間：Ｔmaxを越えていると
判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２０１３へ進み、電動ウォーターポンプ１４の作動
を停止させた後に本ルーチンの実行を終了する。
【０１８９】
また、前述したＳ２００８においてヒータスイッチ４２がオフであると判定された場合は
、ＥＣＵ３９は、Ｓ２００９～Ｓ２０１２の処理をスキップしてＳ２０１３へ進み、電動
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ウォーターポンプ１４の作動を停止させた後に本ルーチンの実行を終了する。
【０１９０】
このようにＥＣＵ３９が冷却水流れ切換制御ルーチンを実行することにより、蓄熱容器１
５から内燃機関１への蓄熱温水の供給と、蓄熱容器１５からヒータコア１２への蓄熱温水
の供給と、蓄熱容器１５から熱交換器４４への蓄熱温水の供給とが電動ウォーターポンプ
１４の作動開始時点からの経過時間に応じて切り換えられるため、内燃機関１とヒータコ
ア１２（室内暖房用空気）と熱交換器４４（トランスミッションオイル）とが好適に昇温
されるようになる。
【０１９１】
特に、本実施の形態では、蓄熱容器１５に貯蔵されていた蓄熱温水により、先ず内燃機関
１が暖められ、次いでヒータコア１２（室内暖房用空気）が暖められ、更に熱交換器４４
（トランスミッションオイル）が暖められるため、内燃機関１の始動性や排気エミッショ
ンを向上させた上で室内暖房性能の向上と内燃機関１の燃料消費率向上とを図ることがで
きる。
【０１９２】
＜実施の形態３＞
次に、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関の第３の実施態様について図２１に基づい
て説明する。ここでは、前述した第１の実施の形態と異なる構成について説明し、同様の
構成については説明を省略する。
【０１９３】
前述した第１の実施の形態では、蓄熱容器１５内の蓄熱温水を内燃機関１とヒータコア１
２とへ選択的に供給可能な構成において、蓄熱温水の供給開始時点からの経過時間に応じ
て内燃機関１とヒータコア１２とへ順次蓄熱温水を供給する例について述べたが、本実施
の形態では、蓄熱温水の供開始時点における内燃機関１の温度に応じて内燃機関１とヒー
タコア１２との何れか一方へ蓄熱温水を供給する例について述べる。
【０１９４】
本実施の形態における冷却水流れ切換制御では、ＥＣＵ３９は、蓄熱温水の供給開始時点
、すなわち、電動ウォーターポンプ１４の作動を開始させる際の内燃機関１の温度を求め
る。
【０１９５】
その際、内燃機関１の温度を求める方法としては、内燃機関１のシリンダヘッド１ａやシ
リンダブロック１ｂに温度センサを取り付ける方法、既存の温度センサのうち内燃機関１
の温度と相関のある温度を検出する温度センサの出力信号値で代用する方法を例示するこ
とができる。
【０１９６】
内燃機関１の温度と相関のある温度としては、内燃機関１を循環する冷却水の温度、内燃
機関１の潤滑油（エンジンオイル）の温度、内燃機関１の吸入空気温度、或いは外気温度
などを例示することができる。本実施の形態における内燃機関１では、内燃機関１を循環
する冷却水の温度を検出するための第２水温センサ１８が既に存在しているため、第２水
温センサ１８が検出する機関側水温：THWを内燃機関１の温度として用いるものとする。
【０１９７】
ＥＣＵ３９は、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点における機関側水温：THWが非
常に低い（例えば、０℃未満）場合には蓄熱容器１５の蓄熱温水をヒータコア１２へ供給
するようにし、機関側水温：THWが常温（例えば、０℃以上且つ４０℃以下）である場合
には、蓄熱容器１５の蓄熱温水を内燃機関１へ供給するようにしてもよい。
【０１９８】
これは、蓄熱容器１５に蓄えられている蓄熱温水の量は有限であるのに対し、内燃機関１
の熱容量が比較的大きいため、内燃機関１の温度（機関側水温：THW）が非常に低い場合
に蓄熱容器１５内の蓄熱温水を内燃機関１へ供給しても内燃機関１を十分に暖めることは
困難となるからである。
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【０１９９】
以下、本実施の形態における冷却水流れ切換制御について図２１に沿って説明する。
図２１は、内燃機関１が冷間状態にあるときの冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフロー
チャート図である。冷却水流れ切換制御ルーチンは、予めＥＣＵ３９のＲＯＭに記憶され
ているルーチンであり、イグニッションスイッチ４０がオフからオンへ切り換えられたこ
とをトリガとしてＥＣＵ３９が実行するルーチンである。
【０２００】
冷却水流れ切換制御ルーチンでは、ＥＣＵ３９は、先ずＳ２１０１においてイグニッショ
ンスイッチがオフからオンへ切り換えられたか否かを判別する。
【０２０１】
前記Ｓ２１０１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられていない
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、本ルーチンの実行を終了する。
【０２０２】
一方、前記Ｓ２１０１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられた
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２１０２へ進み、第２水温センサ１８の出力信号
値（機関側水温）：THWを入力する。
【０２０３】
Ｓ２１０３では、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ２１０２において入力された機関側水温：THWが
第１の所定温度：thw1（例えば、０℃）以上であるか否かを判別する。
【０２０４】
前記Ｓ２１０３において前記機関側水温：THWが前記所定温度未満であると判定された場
合は、ＥＣＵ３９は、内燃機関１の温度が非常に低いため蓄熱容器１５内の蓄熱温水のみ
で内燃機関１を所望の温度域まで昇温させることは困難であるとみなし、Ｓ２１０４へ進
む。
【０２０５】
Ｓ２１０４では、ＥＣＵ３９は、第１ヒータホース１１ａを遮断し且つ第２ヒータホース
１１ｂと第３バイパス通路１３ｃとを導通させるべく流路切換弁１６を制御する。
【０２０６】
前記したＳ２１０４の処理を実行し終えたＥＣＵ３９は、Ｓ２１０７へ進み、電動ウォー
ターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォーターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０２０７】
この場合、前述した第１の実施の形態における図６の説明で述べたように、電動ウォータ
ーポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路
切換弁１６→第２ヒータホース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第１
バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路が成立す
るため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水がヒータコア１２へ供給され、ヒータコア１２におい
て蓄熱温水の熱が室内暖房用空気へ伝達されることになる。この結果、車両の室内が速や
かに暖められ、以て車室内を運転に適した温度とすることが可能となる。
【０２０８】
ここで図２１に戻り、Ｓ２１０８では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃを起動させる。この
カウンタ：Ｃは、電動ウォーターポンプ１４が作動開始した時点からの経過時間を計測す
るものである。
【０２０９】
Ｓ２１０９では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが予め設定された所定時間
：Ｔmaxを越えたか否かを判別する。前記した所定時間：Ｔmaxは、電動ウォーターポンプ
１４の作動開始から蓄熱容器１５内の冷却水が全て入れ替わる（蓄熱容器１５内に貯蔵さ
れていた蓄熱温水の全てが該蓄熱容器１５内から排出される）までに要する時間に基づい
て決定される時間である。
【０２１０】
前記Ｓ２１０９においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔmax以内である
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と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔma
xを越えるまで当該Ｓ２１０９の処理を繰り返し実行する。
【０２１１】
前記Ｓ２１０９においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔmaxを越えてい
ると判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２１１０へ進み、電動ウォーターポンプ１４の
作動を停止させた後に本ルーチンの実行を終了する。
【０２１２】
また、前記したＳ２１０３において機関側水温：THWが第１の所定温度：thw1（例えば、
０℃）以上であると判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２１０５へ進み、機関側水温：
THWが第１の所定温度：thw1以上且つ第２の所定温度（例えば、４０℃）：thw2以下（thw
1≦THW≦thw2）であるか否かを判別する。
【０２１３】
前記Ｓ２１０５において機関側水温：THWが第１の所定温度：thw1以上且つ第２の所定温
度：thw2以下であると判定された場合、すなわち、機関側水温：THWが常温域にあると判
定された場合は、ＥＣＵ３９は、蓄熱容器１５内の蓄熱温水のみで内燃機関１を所望の温
度域まで昇温させることが可能であるとみなし、Ｓ２１０６へ進む。
【０２１４】
Ｓ２１０６では、ＥＣＵ３９は、第２ヒータホース１１ｂを遮断し且つ第１ヒータホース
１１ａと第３バイパス通路１３ｃとを導通させるべく流路切換弁１６を制御する。
【０２１５】
前記したＳ２１０６の処理を実行し終えたＥＣＵ３９は、Ｓ２１０７へ進み、電動ウォー
ターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォーターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０２１６】
この場合、前述した第１の実施の形態における図５の説明で述べたように、電動ウォータ
ーポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流路
切換弁１６→第１ヒータホース１１ａ→第１冷却水路４→ヘッド側冷却水路２ａ→ブロッ
ク側冷却水路２ｂ→機械式ウォーターポンプ１０→第３冷却水路８→第４ヒータホース１
１ｄ→第１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回
路が成立するため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水がヘッド側冷却水路２ａ及びブロック側冷
却水路２ｂへ供給され、以て内燃機関１が速やかに暖められることになる。
【０２１７】
ここで図２１に戻り、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ２１０７の処理を実行し終えると、前述した
Ｓ２１０８～Ｓ２１１０と同一の処理を実行した後に本ルーチンの実行を終了する。
【０２１８】
また、前述したＳ２１０５において機関側水温：THWが前記第１の所定温度：thw1以上且
つ前記第２の所定温度：thw2以下ではないと判定された場合、すなわち、機関側水温：TH
Wが前記第２の所定温度：thw2より高いと判定された場合は、ＥＣＵ３９は、内燃機関１
の吸気ポート壁面や燃焼室壁面などの温度も十分に高く、且つ、冷却水が室内暖房用空気
を暖める上で必要となる熱量を十分に備えているとみなし、本ルーチンの実行を終了する
。
【０２１９】
このように蓄熱温水の供給開始時点における内燃機関１の温度（機関側水温：THW）に応
じて蓄熱温水の供給先が定められると、蓄熱容器１５に蓄えられている有限な蓄熱温水に
より内燃機関１とヒータコア１２（室内用暖房装置）との少なくとも一方を確実に暖める
ことが可能となる。
【０２２０】
従って、本実施の形態に係る冷却水流れ切換制御によれば、蓄熱容器１５内の蓄熱温水を
内燃機関１とヒータコア１２との何れか一方へ供給可能な蓄熱装置を備えた内燃機関にお
いて、内燃機関１とヒータコア１２との少なくとも一方が好適に暖められることになる。
【０２２１】
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尚、本実施の形態では、本発明に係る機関関連要素としてヒータコア１２を例に挙げて説
明したが、トランスミッションの潤滑油（以下、トランスミッションオイルと称する）と
冷却水との間で熱交換を行うミッションオイルクーラであってもよい。
【０２２２】
また、本実施の形態における冷却水流れ切換制御では、カウンタ：Ｃの計測時間に基づい
て電動ウォーターポンプ１４の作動停止時期を決定する例について述べたが、室内暖房用
空気の温度又は内燃機関１の温度（機関側水温：THW）に基づいて電動ウォーターポンプ
１４の作動停止時期を決定するようにしてもよい。例えば、室内暖房用空気又は内燃機関
１の温度が所定温度まで上昇した時点で電動ウォーターポンプ１４の作動を停止させるよ
うにしてもよく、或いは、室内暖房用空気又は内燃機関１の温度が電動ウォーターポンプ
１４の作動開始時の温度から所定温度上昇した時点で電動ウォーターポンプ１４の作動を
停止するようにしてもよい。
【０２２３】
＜実施の形態４＞
次に、本発明に係る蓄熱装置を備えた内燃機関の第４の実施態様について図２２に基づい
て説明する。ここでは、前述した第２の実施の形態と異なる構成について説明し、同様の
構成については説明を省略する。
【０２２４】
前述した第２の実施の形態では、蓄熱容器１５内の蓄熱温水を内燃機関１とヒータコア１
２と熱交換器４４とへ選択的に供給可能な構成において、蓄熱温水の供給開始時点からの
経過時間に応じて内燃機関１とヒータコア１２と熱交換器４４とへ順次蓄熱温水を供給す
る例について述べたが、本実施の形態では、蓄熱温水の供開始時点における内燃機関１の
温度に応じて内燃機関１とヒータコア１２と熱交換器４４との何れか１つへ蓄熱温水を供
給する例について述べる。
【０２２５】
本実施の形態における冷却水流れ切換制御では、ＥＣＵ３９は、蓄熱温水の供給開始時点
、すなわち、電動ウォーターポンプ１４の作動を開始させる際の内燃機関１の温度を求め
る。
【０２２６】
その際、内燃機関１の温度としては、機関側水温：THW（第２水温センサ１８の出力信号
値）を用いることができる。
【０２２７】
ここで、蓄熱容器１５に蓄えられている蓄熱温水の量は有限であるのに対し、内燃機関１
の熱容量が比較的大きいため、内燃機関１の温度（機関側水温：THW）が非常に低い場合
は蓄熱容器１５内の全ての蓄熱温水が内燃機関１へ供給されても内燃機関１を十分に暖め
ることが困難となる。このため、内燃機関１の温度（機関側水温：THW）が非常に低い場
合は、蓄熱容器１５内の蓄熱温水をヒータコア１２へ供給することにより、車室内を運転
に適した温度とすることが適当である。
【０２２８】
一方、内燃機関１の温度（機関側水温：THW）が常温より高い場合は、内燃機関１の吸気
ポート壁面や燃焼室壁面などの温度も十分に高く、且つ、冷却水が室内暖房用空気を暖め
る上で必要となる熱量を十分に備えていることになるが、内燃機関１が低負荷・低回転運
転された後などは機関側水温：THWが高くともトランスミッションオイルが低くなること
が想定されるため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水を利用してトランスミッションオイルを暖
めることにより内燃機関１の燃料消費率を向上させることが適当である。
【０２２９】
従って、電動ウォーターポンプ１４の作動開始時点における機関側水温：THWが非常に低
い（例えば、０℃未満）場合には蓄熱容器１５の蓄熱温水をヒータコア１２へ供給するよ
うにし、機関側水温：THWが常温（例えば、０℃以上且つ４０℃以下）である場合には蓄
熱容器１５の蓄熱温水を内燃機関１へ供給するようにし、更に機関側水温：THWが常温よ
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り高い（例えば、４０℃より高い）場合には蓄熱容器１５の蓄熱温水を熱交換器４４へ供
給することが好ましい。
【０２３０】
以下、本実施の形態における冷却水流れ切換制御について図２２に沿って説明する。
図２２は、内燃機関１が冷間状態にあるときの冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフロー
チャート図である。冷却水流れ切換制御ルーチンは、予めＥＣＵ３９のＲＯＭに記憶され
ているルーチンであり、イグニッションスイッチ４０がオフからオンへ切り換えられたこ
とをトリガとしてＥＣＵ３９が実行するルーチンである。
【０２３１】
冷却水流れ切換制御ルーチンでは、ＥＣＵ３９は、先ずＳ２２０１においてイグニッショ
ンスイッチがオフからオンへ切り換えられたか否かを判別する。
【０２３２】
前記Ｓ２２０１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられていない
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、本ルーチンの実行を終了する。
【０２３３】
一方、前記Ｓ２２０１においてイグニッションスイッチがオフからオンへ切り換えられた
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２２０２へ進み、第２水温センサ１８の出力信号
値（機関側水温）：THWを入力する。
【０２３４】
Ｓ２２０３では、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ２２０２において入力された機関側水温：THWが
第１の所定温度：thw1（例えば、０℃）以上であるか否かを判別する。
【０２３５】
前記Ｓ２２０３において前記機関側水温：THWが前記第１の所定温度未満であると判定さ
れた場合は、ＥＣＵ３９は、内燃機関１の温度が非常に低いため蓄熱容器１５内の蓄熱温
水のみで内燃機関１を所望の温度域まで昇温させることは困難であるとみなし、Ｓ２２０
４へ進む。
【０２３６】
Ｓ２２０４では、ＥＣＵ３９は、第２ヒータホース１１ｂと第３バイパス通路１３ｃとを
導通（第１ヒータホース１１ａと第１のトランスミッション用冷却水路４３ａを遮断）さ
せるべく流路切換弁１６を制御する。
【０２３７】
前記したＳ２２０４の処理を実行し終えたＥＣＵ３９は、Ｓ２２０８へ進み、電動ウォー
ターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォーターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０２３８】
この場合、前述した第２の実施の形態における図１７の説明で述べたように、電動ウォー
ターポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流
路切換弁１６→第２ヒータホース１１ｂ→ヒータコア１２→第３ヒータホース１１ｃ→第
１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環回路が成立
するため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水がヒータコア１２へ供給され、ヒータコア１２にお
いて蓄熱温水の熱が室内暖房用空気へ伝達されることになる。この結果、車両の室内が速
やかに暖められ、以て車室内を運転に適した温度とすることが可能となる。
【０２３９】
ここで図２２に戻り、Ｓ２２０９では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃを起動させる。この
カウンタ：Ｃは、電動ウォーターポンプ１４が作動開始した時点からの経過時間を計測す
るものである。
【０２４０】
Ｓ２２１０では、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが予め設定された所定時間
：Ｔmaxを越えたか否かを判別する。前記した所定時間：Ｔmaxは、電動ウォーターポンプ
１４の作動開始から蓄熱容器１５内の冷却水が全て入れ替わる（蓄熱容器１５内に貯蔵さ
れていた蓄熱温水の全てが該蓄熱容器１５内から排出される）までに要する時間に基づい
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て決定される時間である。
【０２４１】
前記Ｓ２２１０においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔmax以内である
と判定された場合は、ＥＣＵ３９は、カウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔma
xを越えるまで当該Ｓ２２１０の処理を繰り返し実行する。
【０２４２】
前記Ｓ２２１０においてカウンタ：Ｃの計測時間：Ｃが前記所定時間：Ｔmaxを越えてい
ると判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２２１１へ進み、電動ウォーターポンプ１４の
作動を停止させた後に本ルーチンの実行を終了する。
【０２４３】
また、前記したＳ２２０３において機関側水温：THWが第１の所定温度：thw1（例えば、
０℃）以上であると判定された場合は、ＥＣＵ３９は、Ｓ２２０５へ進み、機関側水温：
THWが第１の所定温度：thw1以上且つ第２の所定温度（例えば、４０℃）：thw2以下（thw
1≦THW≦thw2）であるか否かを判別する。
【０２４４】
前記Ｓ２２０５において機関側水温：THWが第１の所定温度：thw1以上且つ第２の所定温
度：thw2以下であると判定された場合、すなわち、機関側水温：THWが常温域にあると判
定された場合は、ＥＣＵ３９は、蓄熱容器１５内の蓄熱温水のみで内燃機関１を所望の温
度域まで昇温させることが可能であるとみなし、Ｓ２２０６へ進む。
【０２４５】
Ｓ２２０６では、ＥＣＵ３９は、第１ヒータホース１１ａと第３バイパス通路１３ｃとを
導通（第２ヒータホース１１ｂと第２のトランスミッション用冷却水路４３ｂを遮断）さ
せるべく流路切換弁１６を制御する。
【０２４６】
前記したＳ２２０６の処理を実行し終えたＥＣＵ３９は、Ｓ２２０８へ進み、電動ウォー
ターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォーターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０２４７】
この場合、前述した第２の実施の形態における図１６の説明で述べたように、電動ウォー
ターポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流
路切換弁１６→第１ヒータホース１１ａ→第１冷却水路４→ヘッド側冷却水路２ａ→ブロ
ック側冷却水路２ｂ→機械式ウォーターポンプ１０→第３冷却水路８→第４ヒータホース
１１ｄ→第１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４の順に冷却水が流れる循環
回路が成立するため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水がヘッド側冷却水路２ａ及びブロック側
冷却水路２ｂへ供給され、以て内燃機関１が速やかに暖められることになる。
【０２４８】
ここで図２２に戻り、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ２２０８の処理を実行し終えると、前述した
Ｓ２２０９～Ｓ２２１１と同一の処理を実行した後に本ルーチンの実行を終了する。
【０２４９】
また、前述したＳ２２０５において機関側水温：THWが前記第１の所定温度：thw1以上且
つ前記第２の所定温度：thw2以下ではないと判定された場合、すなわち、機関側水温：TH
Wが前記第２の所定温度：thw2より高いと判定された場合は、ＥＣＵ３９は、内燃機関１
の吸気ポート壁面や燃焼室壁面などの温度も十分に高く、且つ、冷却水が室内暖房用空気
を暖める上で必要となる熱量を十分に備えているが、トランスミッションオイルの温度が
低い可能性があるとみなし、Ｓ２２０７へ進む。
【０２５０】
Ｓ２２０７では、ＥＣＵ３９は、第３バイパス通路１３ｃと第１のトランスミッション用
冷却水路４３ａとを導通（第１ヒータホース１１ａと第２ヒータホース１１ｂを遮断）さ
せるべく流路切換弁１６を制御する。
【０２５１】
前記したＳ２２０７の処理を実行し終えたＥＣＵ３９は、Ｓ２２０８へ進み、電動ウォー
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ターポンプ１４を作動させるべく該電動ウォーターポンプ１４へ駆動電力を印加する。
【０２５２】
この場合、前述した第２の実施の形態における図１８の説明で述べたように、電動ウォー
ターポンプ１４→第２バイパス通路１３ｂ→蓄熱容器１５→第３バイパス通路１３ｃ→流
路切換弁１６→第１のトランスミッション用冷却水路４３ａ→熱交換器４４→第２のトラ
ンスミッション用冷却水路４３ｂ→第１バイパス通路１３ａ→電動ウォーターポンプ１４
の順に冷却水が流れる循環回路が成立するため、蓄熱容器１５内の蓄熱温水が熱交換器４
４へ供給され、熱交換器４４において蓄熱温水の熱がトランスミッションオイルへ伝達さ
れることになる。この結果、トランスミッションオイルが速やかに暖められ、該トランス
ミッションオイルの粘性が低下するため、内燃機関１がトランスミッションを作動させる
際に必要となるトルクが低下し、以て内燃機関１の燃料消費率を向上させることが可能と
なる。
【０２５３】
ここで図２２に戻り、ＥＣＵ３９は、前記Ｓ２２０８の処理を実行し終えると、前述した
Ｓ２２０９～Ｓ２２１１と同一の処理を実行した後に本ルーチンの実行を終了する。
【０２５４】
このように蓄熱温水の供給開始時点における内燃機関１の温度（機関側水温：THW）に応
じて蓄熱温水の供給先が定められると、蓄熱容器１５に蓄えられている有限な蓄熱温水に
より内燃機関１とヒータコア１２（室内用暖房装置）と熱交換器４４（トランスミッショ
ンオイル）との少なくとも１つを確実に暖めることが可能となる。
【０２５５】
従って、本実施の形態に係る冷却水流れ切換制御によれば、蓄熱容器１５内の蓄熱温水を
内燃機関１とヒータコア１２と熱交換器４４との何れか１つへ供給可能な蓄熱装置を備え
た内燃機関において、内燃機関１と室内暖房用空気とトランスミッションオイルとの少な
くとも１つが好適に暖められることになる。
【０２５６】
この結果、内燃機関１の始動性及び排気エミッション、室内暖房性能、或いは内燃機関１
の燃料消費率を確実に向上させることが可能となる。
【０２５７】
尚、本実施の形態における冷却水流れ切換制御では、カウンタ：Ｃの計測時間に基づいて
電動ウォーターポンプ１４の作動停止時期を決定する例について述べたが、室内暖房用空
気の温度、内燃機関１の温度（機関側水温：THW）、或いはトランスミッションオイルの
温度に基づいて電動ウォーターポンプ１４の作動停止時期を決定するようにしてもよい。
例えば、室内暖房用空気の温度、内燃機関１の温度、或いはトランスミッションオイルの
温度が所定温度まで上昇した時点で電動ウォーターポンプ１４の作動を停止させるように
してもよく、或いは、室内暖房用空気の温度、内燃機関１の温度、或いはトランスミッシ
ョンオイルの温度が電動ウォーターポンプ１４の作動開始時の温度から所定温度上昇した
時点で電動ウォーターポンプ１４の作動を停止するようにしてもよい。
【０２５８】
【発明の効果】
本発明によれば、蓄熱容器に蓄えられた熱媒体を内燃機関と機関関連要素とへ選択的に供
給可能な蓄熱装置を備えた内燃機関において、内燃機関およびまたは機関関連要素を昇温
させる際に、蓄熱容器に蓄えられた熱を効率的に利用することが可能となり、以て内燃機
関およびまたは機関関連要素を好適に暖めることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　第１の実施の形態における内燃機関の冷却水循環系を示す図
【図２】　内燃機関が冷間状態で運転されているときの冷却水の流れを示す図
【図３】　内燃機関の暖機完了後における冷却水の流れを示す図
【図４】　内燃機関の暖機完了後においてヒータスイッチがオン状態にあるときの冷却水
の流れを示す図
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【図５】　蓄熱温水により内燃機関を暖めるときの冷却水の流れを示す図
【図６】　蓄熱温水により室内暖房用空気を暖めるときの冷却水の流れを示す図
【図７】　電動ウォーターポンプの作動開始時点からの経過時間と流路切換弁の制御信号
との関係を示す図（１）
【図８】　電動ウォーターポンプの作動開始時点からの経過時間と流路切換弁の制御信号
との関係を示す図（２）
【図９】　第１の実施の形態における冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフローチャート
図
【図１０】　第２の実施の形態における内燃機関の冷却水循環系を示す図
【図１１】　内燃機関が冷間状態で運転されているときの冷却水の流れを示す図
【図１２】　内燃機関の暖機完了後における冷却水の流れを示す図
【図１３】　内燃機関の暖機完了後においてヒータスイッチがオン状態にあるときの冷却
水の流れを示す図
【図１４】　内燃機関の暖機完了後においてトランスミッションオイルを加熱又は冷却水
するときの冷却水の流れを示す図
【図１５】　内燃機関の暖機完了後においてヒータスイッチがオン状態にあり且つトラン
スミッションオイルを加熱又は冷却水するときの冷却水の流れを示す図
【図１６】　蓄熱温水により内燃機関を暖めるときの冷却水の流れを示す図
【図１７】　蓄熱温水により室内暖房用空気を暖めるときの冷却水の流れを示す図
【図１８】　蓄熱温水によりトランスミッションオイルを暖めるときの冷却水の流れを示
す図
【図１９】　電動ウォーターポンプの作動開始時点からの経過時間と流路切換弁の制御信
号との関係を示す図
【図２０】　第２の実施の形態における冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフローチャー
ト図
【図２１】　第３の実施の形態における冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフローチャー
ト図
【図２２】　第４の実施の形態における冷却水流れ切換制御ルーチンを示すフローチャー
ト図
【符号の説明】
１・・・・内燃機関
１ａ・・・シリンダヘッド
１ｂ・・・シリンダブロック
２ａ・・・ヘッド側冷却水路
２ｂ・・・ブロック側冷却水路
１０・・・機械式ウォータポンプ
１２・・・ヒータコア
１４・・・電動ウォーターポンプ
１５・・・蓄熱容器
１６・・・流路切換弁
３９・・・ＥＣＵ
４４・・・熱交換器
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